
G018-009 会場：301A 時間：5月 27 日  16:00-16:15

ナチュラルフラックス評価の方法論の検討

A study on a methodology of natural flux assessment
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1. はじめに

　放射性廃棄物の地層処分の安全性の検討においては、人間への潜在的被ばくや環境の不確実さが大きくなる

遠い将来において、放射線量やリスクを補完する他の安全指標の検討が提案されている(IAEA, 1994)。また，最近

の研究では、自然に存在する放射性核種の存在量や分布を廃棄物処分に起因する核種量（濃度やフラックス）と比

較するための方法論が検討されている(Miller et al., 1996; 核燃料サイクル開発機構, 1999)。本研究では、国

際的な研究動向を踏まえ、天然環境下での天然放射性核種の移行量評価（ナチュラルフラックス評価）の方法論に

ついて予備的な検討を実施した。

2. 方法論の検討

天然環境の構成要素を、大気、地表環境、地下環境に分類した。また、物質循環は水循環を基礎とし、その水

循環の地域的な発生は、地理的には集水域を基本として生じることから、ある規模の流域面積を有する集水域を評

価の対象とすることとした。さらに、表層近傍の水循環の基本である涵養と流出に着目し、地表環境の上流域と下

流域をそれらに対応させた。すなわち、ある河川に着目し、その河川の集水域を上流域と下流域にモデル的に分け、

それぞれの上下流域に対して、地表部とその地下環境を、循環する物質の賦存する場と定めた。さらに、上下流域

の地表部に共通的に接する大気環境の場を加えた。これら 5つの場には、気相、液相及び固相物質が存在し、それ

ぞれの間で定常的に物質の移動が生じている。これらの存在物質と物質移動メカニズムとしてのプロセスの検討を

行った。それぞれの場での主要な存在物質と隣接する場を繋ぐ主要なプロセスの検討結果を図 1に示す。

集水域内のある微小域を評価点と定めると、その評価点でのナチュラルフラックスは、その評価点を通過する

気相・液相・固相中に含まれる天然放射性核種の移行量として提示することができる。

3. 方法論の適用性検討

上記の方法論に基づいて、まず、仮想的な集水域を設定し、集水域下流の河川沿いに評価点を定めることとし

た。次に、既往の研究成果を対象に、U, Th, K, Ra, Rn 及びそれらの天然放射性核種である U-238, Th-232, K-40,

Ra-226, Rn-222 の天然環境下における媒体（堆積岩、結晶質岩、地下水、地表水、土壌、河川堆積物）中の質量

濃度や放射能濃度の分布及び物質移動プロセスに関わるデータ（例えば，河川流量など）を収集した。収集したデー

タの信頼性を検討したうえで、本検討で用いる情報を整理した。これらの情報をもとに、評価点を通過する核種の

フラックスを試算し、その意味合いを検討するとともに、フラックス評価における課題を抽出した。ナチュラルフ

ラックス評価の概念をより具体化させ、その評価結果の信頼性を向上させるためには、今後は、固有の地域特性を

踏まえた評価点や物質移動プロセスの定め方とデータ(濃度データ及びプロセスデータ)の収集の仕方、モデル的取

扱いにおける情報の整理や取りまとめ方、不確実さの扱い方、放射性廃棄物処分に起因する核種フラックスとの比

較という利用の仕方を踏まえた評価結果の整理の仕方などについて検討及び考察を深め、方法論全体としての向上

を図っていく必要がある。
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